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佐賀県のがん診療の“真の”姿は 

県内がん診療拠点病院のデータにより示されるのか？ 
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1. 目的 

がん 連携拠点 は、 がん登録データを 立がん研究センターへの提 義務があ

り、同センターから 「がん 連携拠点 等 がん登録全 集計」として公表されて

いる。佐賀県では集めたデータを佐賀県のがん の として 年独自のテーマで分析し、

広報 を通じて県 へ情報提供を行ってきた。しかし、 、長崎などに隣接する地 か

ら、県 拠点 からのデータが佐賀県のがん の  の を表すのか疑問が残る。

今 この問題を検証すべく検討を行った。 

 

2. 方法 

2012 年から 2015 年までの全 がん 連携拠点 報 書の 断 所別表を用い、佐

賀県列の全体行の値が当 年の佐賀県のがんの 数と 定し、佐賀県 拠点 からの報

数をがん 数で除して県 把握率（以  、把握率）を算 した。各年の人 動態 よ

り 道 県別の と把握率の関係についても べた。 

 

3. 結果 

2012 年から 2015 年までの各 道 県の把握率は地 や年度による はほとんど見ら

れなかった（図 1a）。 
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したすべての年において、 道（すべて 1 ）、 、 形、新 、 、 知、

、 は上 10 以 、 （すべて 47 ）、 、 、 川、 、 、

根、佐賀、 崎は 10 以 であり、いずれも 定 の 向がみられた（図 1b）。 

 
図 1c は各 道 県の把握率の年次推移を示したものである。把握率のばらつきの指標とし

て、 年間分の把握率の標 差を比較したところ、把握率上 のグループはばらつきが

さく、 のグループはばらつきが大きいという結果が得られた。把握率は年によらず

一定で高値であることが ましいと思われるが、 グループにおいては、常に 順 で

ばらつきも大きいことがわかった。（図 1c） 
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佐賀県のがん登録の全数と把握率は表 1 に示すとおりで特 的な 向はみられなかった。

佐賀県外で報 された佐賀県 例はどの年も 県、長崎県からの報 が多かった。（表 1） 

 

佐賀県の２次 は 部、 部、中部、 部、 部の からなるが、 部と 部

には拠点 がない。さらに、 部は 県と、 部は長崎県と接しており、

通の利便性も高いため日常生活 が 県、長崎県を 含する となっているため

受 においても同様の 向があることも関連があると思われる。（図 2） 
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把握率の し悪しが、がん 率や全 に対するがんの割合に影響しているという 確

な関連はみられなかった（図 3a、3b、3c）。 

4. 考  

・47 道 県全体の平均での把握率は 0.92 程度で推移しているのに対し、佐賀県の県

把握率は 0.794  0.813 と全 平均に比べ極めて かった。 

・佐賀県の２次 は 部、 部、中部、 部、 部の からなるが、拠点

が存在しない が 2 カ所あり、 あたりの拠点 数が ないこと、地 的特

により隣接県に流 している受 向に があることが示 された。 

・今後、拠点 が増えれば把握率が 増することは できるが、当面の間は全 がん

連携拠点 報 書の 断 所別表も加味した解析が、佐賀県のがん の

の  に るためには必要であろう。 
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